
沖縄県子どもの貧困対策推進基金について

子どもの貧困対策を地域の実情に即し効果的に実施するにあたっては、住民
に身近な行政サービスの実施主体である市町村が非常に重要な役割を担うため
基金30億円のうち、９割の27億円を市町村への交付金に充てる。

基金の配分

（市町村事業）
○ 子どもの貧困対策市町村支援事業

（市町村交付金：交付率４分の３）

市町村事業分【27億円】

子どもの貧困対策推進基金
【３０億円】

取り崩し型基金

（主な県事業）
○ 子どもの貧困実態調査事業
○ 子どもの貧困施策分析・評価事業
○ 子どもの貧困対策普及・啓発事業
○ 支援メニュー周知事業
○ 子どもの貧困問題理解増進研修事業
○ 子ども食堂開設支援事業
○ 市町村児童相談体制強化事業
○ 青少年・交流体験事業
○ 妊娠期からつながるしくみ検討事業
○ 子どもスポーツ支援検証事業

県事業【３億円】

沖縄県における厳しい子どもの貧困の現状を踏まえ、地域の実情に即した
子どもの貧困対策を着実かつ効果的に推進するため「沖縄県子どもの貧困対
策推進基金」を設置した。（H28.3.16条例公布）

基金の設置

① 就学援助の充実を図る事業
② 放課後児童クラブの利用料負担軽減事業
③ 市町村独自事業
④ 国庫補助事業を活用する事業
⑤ 臨時・非常勤職員の配置

交付対象事業


